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海 外 キ ャ ンパ スに お け る プ ロ ジ ェク トワー ク
ー その可能性と問題点一
川 口 義 一
0.は じめ に
本 稿 は,1992年7月27日 か ら8月28日 にか けて ア メ リカ 合 衆 国 オ レ
ゴ ン州 ポ ー トラ ン ド市 ル イ ス ・ア ン ド ・ク ラ ー ク大 学(Lew1s&Clark
College,Portland,Oregon)で 行 われ た 「阜 稲 田 ノオ レゴ ン夏 期 講 座 」(以
下,r夏 期 講 座 」 と略)に お け る筆 者 担 当 の 日本 語 ク ラ ス の分 析 で ある 。特
に,プ ・ジ ェ ク トワー ク の実施 に伴 うネ ッ トワrク 作 り.の問題 を中心 に取
り上 げ,こ の 夏期 講 座 に お け る日本 語 プ ・グ ラ ム の 間題 点 を指 摘 した い 。
こ の夏 期 講 座 は,早 稲 田大 学 の海 外 キ.ヤンパ ス構 想 の一 環 と して実 験 的
にエ)行わ れ た もので,早 稲 田大 学 と して は初 め て の 本格 的 な 海 外 で の 学 部
学 生 教 育 で あ る。 そ の基 本 的 性格 は,「 わ が 国 の 国際 化 にた い して 大 学 が
担 うべ き役割 」 の一 つ と して指摘 され る 「教 育 の 国際 化 」 を具体 化 せ ん と
す る試 み に あ る2}が,そ の趣 旨 を生 かす た め に早 稲 田大 学 の各 学 部 か ら30
名 の学 生 を募 集 し,こ れ に組 み合 わ せ る形 で オ レ ゴ ン州 か ら30名(実 際 は
登録 辞 退 者3名 で全27名)の 学 生 を募集,こ の 目米 両 学 生 を一 つ のキ ャ ン
パ ス 内 の.寮に ペ ア で宿 泊 させ,と も に同 一 の 講義 を聞 か せ ・ 討 論 を行 わせ
1)く 参考資料 〉の欄 の資料 ①pp・1-2で 今回 の夏期講座 は 「フィール ド・テ ス
ト・プログラム(FleldTeヨtProg【am)」 であ ることが言 明 され,「 これび このま ま
最終的 に構想 され るプ ログラム ・アセスメ ン トにな るとは限 らない」 と規定 してい
る。
2)く 参考資料 〉の欄 の資料 ②p.6参 照。
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る と い うもの で あ る。 諺 義 は,人 文 科 学1講 座 ・社 会 科 学1講 座 のふ た つ
の学 科 目講座 が す べ て英 語 で 行 わ れ,参 加 学 生 は レポ ー トを提 出 す る こ と
で所 属校 の 卒 業 単 位 に振 り替 え られ る単 位 を取 得3)で き る よ うに な っ て い
る。英 語 で の講 義 聴 取 や レポ ー ト作 成 が必 要 とな るた め ・ 目本 人 学生 は学
科 目 の ほか に語 学 と して の 英 語 を毎 目1コ マ(90分)履 修 し,一 方,米 国人
学 生 には 日本 語 の プ ロ グ ラム が用 意 され た。 筆 者 が担 当 した の は,こ の 日
本 語 プ ロ グラ ム で あ った 。
1.日 本 語 プ ログ ラ ム の 内 容
前 節 で 紹 介 した よ うに,今 回 の 夏 期 講 座 にお け る 日本 語 プ ロ グ ラム は,
受 講 学 生 が 日本 語 に よ る学 科 目の講 義 聴 取 や レポ ー ト作 成 を課 せ られ て い
な い とい う性 格 か ら第 二 言 語 学習(JapaneseasaseeondIanguage〉 とい
うよ りは 外 国 語 学 習(Japaneseas&fbreignIanguage)と して の 性 格 の
強 い もの で あ った 。 そ の 場 合,プ ・ グラ ム を講 座全 体 の 中 に ど う位 置 づ け
る か の議 論 が必 要 で あ る が,講 座 実 施 ま で の準 備 期 間 が少 な か った こ とな
ども あ り,こ の 面 で の プ ロ グラ ム の性 格 に つ い て は十 分 検 討 は で き な か っ
た4〕。 そ こ で,派 遣 講 師 の 間 で ア イ デ ア を 出 し合 って プ ロ グラ ム の 内容 を
決 定 せ ざ る を 得 な か っ た が,講 師各 自の 専 門分 野 が 相 違 して い る た め5〕全
員 で の話 し合 い が で きず,結 局 学 生 の 目本 語 力 の近 いJapanese1(初 級
相 当)とJapanese2(中 級 相 当〉 が類 似 の 力目リキ ュラ ム を共有 す る6)と い
3)語 学 を含 め1科 目につ き4単 位相 当を取得 できる。 ただ し,日 本人学生 は今
回単位の取 得がで きない。
4)こ の夏期講座 を企画 した大学理事会 の諮 問機 関 「海外 キャンパ ス調査検 討委
員会」 には 目本 語 教 育 の 専門家 が 加わ っていなか ったため,オ レゴン側の希 望で
目本語プ 律グラム を入 れ ることになった とき適確 な対応策 が講 じられ ないまま派遣
講郎 の人選が 行 われた とい う経緯 がある・ 最終的 に 派遣講師が 決定 した のは1992
年1月 にな ってか らで ある。
5)日 本 語担 当講師3名(五 十音順)の 専 門は次 の とお りである。川 口義一=日 本
語教育 ・国藷学/矢 野安剛=言 語学 ・英語教育!藤 井章雄=報 道英語論
6)Jap肌e3e3(藤 井章雄政治経済学部教授 担当〉は 「新聞購 読」 を行 った。
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うこ とに落 ち着 い た。
筆 者 の 担 当 はJapanese2だ った の で,ま ず 筆 者 がJapanese1・2に 共
通 す る カ リキ ュ ラム を提 案 し,Japaaese1担 当講 師 の矢 野 安 剛 教 育 学 部 教
授 が それ を 」叩anese1向 け に改 変 す る とい う形 で共 同 で カ リキ ュ ラ ム を
開 発 した。 こ の ときの カ リキ ュ ラム の基 本 的構 想 は,プ ロ ジ ェ ク トワー ク
を行 うこ とで あ っ た。 なぜ この 夏期 講 座 で プ ロジ ニク トワ ー ク を基 本 構 馨
と したか の外 的 な条 件 は,次 の とお りで あ る。
1)夏 期 講 座 の 期 間 が5週 間(実 質23日 間)と 比 較 的 短 い た め,本 格 的
な集 中講 座71が 不 可 能 で あ る こ と
2)受 講 学 生 が所 属 校 へ 帰 って か らの プ レス メ ン トに支 障 の ない よ うな
配 慮 が必 要 で あ る こ とか ら,特 定 の 教 科 書 ・教 秘 を使 用 す る こ とが は
ばか られ る8}こ と
3)夏 期 講 座全 体 の メイ ンテ ーマ 「日本 とア メ リカの 社会 を考 え る一
個 人 と社 会 」9}に合 わ せ る の に 言 語 学 習活 動 を行 いな が ら 比 較 文 化 研
究 が で き る枠 組 で必 要 が ある こ と
尋)オ レゴ ン州 ポ ー トラ ン ド地 域1瞬 為 日 本 企 業 が 多 数 進 出 し て い
てm,日 本 人在 住 者 が多 く,イ ン タ ビ スー な どの言 語活 動 が比 較 的 容
易 に行 え る こ と
矢 野 教授 と筆 者 との 協 議 に よ り調 発 した カ リキ ュ ラ ム に基 づ くJapanese
1・2ク ラス の シ ラ パ ス は,そ れ ぞ れ[図1H図21の とお りで あ る。 両 者
7)ア メ リカ で高 い評 価 を受 け てい る ミ ドル ベ リー大 学IMiddleberryCollege,
Middleborry,VeロnQnt)の 夏 期 日本語 学 校 は,学 科 目非 併 設 の9週 間 の語 学 集 中 講
座 で あ る。
8)例 えば,中 繰 の学 生 ボ夏 期 講座 終 了 を理 由 に所属 校 の新 学 朗 で上 級 に登 録 さ
れ る こ と を要求 した りす る こ とへ の根 拠 を与 え な い とい うこ とで あ る 。
9)"ColloquiumonJapaneseandAmericaaSocieties:Pr王va亡eRightsand
theComm㎝GQod'》 の邦 訳
10)ポ ー トラ ン ド市 の隣 擁 市 区(BeavertGn,Tulaしin,f{1玉1sboroな ど)お よ ぴ コ
ロ ン ビア川 対 岸 の ワシ ン トン州Vaacouveτ を含 む地 域















































































































































































の相違 点 の も っ と も大 きい とこ ろ は,Japanese2が ど ち らか と言 え ば言 語
の四 技 能 ス キ ル の習 得 に重 点 を お い て,口 頭 表 現 や 聴解 ・発 音 練 習 に時 間
をか けた の に対 し,Japaneseiは 英 語 に よ る 社 会 言 語 学 の 講 義 や 討 論 を
通 じ て 日米 の コ ミ ュニ ケ ー シ ョ ン方 略 の類 似 点 と相 違 点 を発 見 す る こ とに
努 め た とこ ろで あ ろ う。 た だ しタ どち ら もプ ロジ ェ ク トワー ク の方 式 を取
り,最 終 的 な 評価 は学生 の 口頭 発表 と レポ ー ト12)の採 点 に よ っ て行 っ た と
ころ は同 じで あ る。 なお,両 シ ラバ ス 中 の特 別 講 義 千回(Speciallectuτes
(1)～(4))に つ いて は,第3節 で言 及 し,そ の意 義 と問題 点 に つ い て改 め て
議 論 す る。
2・ プ ロ ジ ェ ク トワー ク導 入 の 意 義
本 夏 期 講座 で プ ロジ ェク トワ ー ク を導 入 した の は前 節 で挙 げ た よ うな諸
事 清 が あ った た めで あ るが,か と言 って い ろい ろな指 導 法 の可 能 性 か らプ
ロジ 聾 ク トワー ク を選 んだ の は決 して外 的 な事 情 か ら強 制 され た か ら とい
うだ け で は な か っ た。 そ こ に は,今 後 この よ うな講 座 が永 続 した場 合 の こ
と も考 え て,.普 遍 的 な語 学 教 育 の ス タイ ル を模 索 しよ う とす る担 当講 師 の
意 図 び あ っ た の で あ る。本 節 で は,夏 期 講 座 にお け るプ ロジ ェク トワー ク
導 入 の意 義 を 日本 語 教 育 の 内 面 的 な必 然 性 とい う面 か ら分 析 す る。
す で にOmaggio(1986)に 示 唆 され て い る13}よ うに,近 年 に お け る外 国
語 教育 理 諭 の流 れ は,オ ー デ ィ オ ・リ ンガ ル 方 式 に見 られ る構 造 シ ラパ ス
中 心主 義 的 枠 組 へ の批 判 か ら生 まれ た初 期 コ ミ ュニ カテ ィ プ ・ア プ ロー チ
の 機能 シ ラパ ス 中心 主 義 を さ らに止揚 し,「 正 確 さ」 と 「流 暢 さ」 とを と
もに追 及 す る総 合 シ ラバ ス主 義 の理 論 構 築 へ と進 行 しつ つ あ る。今 回 の夏
期 講 座 の よ うな短 瑚 の 日本 語 プ ロ グ ラ ムで プ ロジ ェ ク トワー クの よ うな 四
技 能総 合 型 の指 導 法 を取 る こ とは,外 国 語 教 育 理 論 史 の潮流 の現 段 階 に対
12)Japanese1は 芙 語,Japanese2は 目本 語iこ よ る レ!ポ ー トで あ る 。
13)く 参 考 文 献>欄 のOm且99三Q(1986),PP。4i-9D,§2"NlethodologyinTτan・
s逝on"参 照 。
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応 す る とい う意 味 で時 代 的 な普遍 性 を持 つ 。 これ が今 回 の プ ・ ジ ェ ク トワ
ー ク導入 の必 然 性 の一 側 面 で あ る。
も う一 つ は,夏 期 講座 が 地域(こ の場 合 は ア メ リ カ西海 岸 諸 州)全 体 の 日
本 譜 教 育 に対 して持 つ 次 の よ うな側 面 で あ る。 す な わ ち,ま ず,夏 期 講 座
の参 加 学 生 は,日 本 入 側 はす べ て早 稲 田 大学 とい う単 一 の機 関 に所 属 す る
学 生 で あ る一 方,米 国 人 側 は多数 の 大学 凶 か ら集 ま って来 た学 生 た ちで あ
る 。 当然,各 学 生 の所 属 す る教 育機 関で の 日本 譜 教 育 に は カ リキ ュ ラ ム ・
教 授 法 な どの点 で大 き な相 違 が見 られ る。 した が って,ク ラス 全 体 が 同 じ
到 達 目標 を 自指 し,そ の達 成 度 で 評価 を行 うよ うな カ リ キ ュ ラ ム は不 都 合
で あ る・ そ れ よ り も学 生 個 々 の 目本 語 力 上 の 問 題 点 を探 り出 し,一 人 一 人
がそ の 問 題 点 の 克服 に 向 け て 努 力 で き る よ うな 枠 組 を 用 意 す べ きで あ ろ
う。 そ の際,学 生個 々 の 日本 語 力 は四 技 能 の同 じ分 野 で一 様 で あ る とは 限
らな い一 あ る者 は 「読 」 ボ 優 れ て い て 「話 」 が弱 く,別 の 者 は 「話 」 は
問 題 ない がr読 」r書 」 が 不 得手 とい うよ うに一 の で,問 題 点 の 同 定 の
た め とそ の克 服 の た め に四 技 能 の すべ て を使 用 す る言 語 活 動 の揚 を保 証 し
な け れ ば な らない 。 また,調 査 の た め に学 外 の諸 機 關 と連 絡 を取 り,学 生
の キ ャン パ ス外 活 動 を促 す な ど≧い うこ とが ・地 域 の教 育 機 関 で は諸 般 の
事情 で不 可 能 工5)な場 合 も あ る。早 稲 田大 学 の よ うな外 部 の機 関 が この よ う
な教 育活 動 を行 え ば,地 域 で の制 約 か ら自由 に動 くこ とが で き るの で,総
合 型 の 目本 語 教 育 を志 向 しな 溢 ら実施 で きな い 機 関 に と って は夏 期 講 座 が
望 ま しい 学習 の機 会 を提 供 す る もの にな って くる可 能 性 が あ る。 こ の2点
が プ ロジ ェ ク トワー ク導 入 の必然 性 の 地 域 的 な側 面 とい うこ とに な る。
以 上 の よ うに,本 夏期 講 座 の 目本 語 プ ロ グ ラ ム に お け る ブ ロジ ェ ク トワ
ー クの 導 入 は
,異 な る機 関 の 昊 な る学 習 経 験 を持 つ受 講 生 の集 団 に所 属 樫
14)今 回 の夏期講 座 には,オ レゴン州 雄 校,ワ シン トン州2校 か ら学生 が参加
した。
15)オ レゴンの州立大学 の専任教員 は個人 で企業 と連絡 を取 ること力監禁 じられ




力を,点検 し個別指導する可能性 を生み出す という点で,こ のタィプの短期
講座 としては普遍的な意義 を有するもの と言 えるのである。
3、 夏 期 講 座 の た め の ネ ッ トワー ク作 り
前節 で述 べ た よ うな夏期 講座 へ の プ ロ ジ ェ ク トワー ク導 入 の意 義 が生 か
され る た め に は,学 生 の学 習活 動 が言 語活 動 と して総 合 的 で あ る こ とが要
請 され る。 しか も,カ リキ ュ ラ ム設 計 の外 的条 件 と して第 二 節 で挙 げ た よ
うiこ・語 学 プ ログ ラ ム と言 え ど も夏期 講 座 全体 の テ ー マ 「日本 とア メ』リカ
の仕 会 を考 え る一 個 入 と社会 」 に沿 っ た内容 を用 意 して,講 座 の全 体 的
な 統一 性 の維 持 に貢 献 しな けれ ぱ な らな い。 そ の た め に,矢 野教 授 お よび
筆 者 が企 画 した こ とは,ポ ー トラ ン ド地 域 在 住 の 日本 人 が 生活 上遭 遇す る
文 化 的 な 困難 さ を主要 テ ー マ と し,目日本 人 に直接 イ ン タ ビュー す る こ とに
よ って得 た情 報 を口頭 と文 章 に よ っ て発 表 す る とい う形態 のプ ロジ ェク ト
ワー ク で あ る。 これ に よ っ てナ 学 生 は コ ン トロー ル の少 な い状 況 で 日本 人
と直接 コ ミ ュニ ケ ー シ 三 ン・を図 る こ とが で き,ア メ リカ に いな が らある程
度 オ ー セ ン テ ィ ック な 日本 語使 用 を しか も総 合 的 に体 験 で き る。学 生 の言
語 活 動 が どの程 度 総 合 的 に な っ て い る か を み る た め に,学 生 へ の配 布 プ リ
ン トか らプ ロジ ニ ク トワ ー クの 中で使 用 しな けれ ばな らない言 語 ス キル の





16)[図21の シ ラバ ス 中7月29日 の 授 業 で 学 生 に 配 布 した もの で,講 座 終 了
前 目の8月28目 に それ ぞれ の スキ ル に どの程 度 の進 歩 が あ った か を 自 己申 告 させ,
提 出 させ た。






















こ フ)ようにイ ン タ ビ ュー か ら レポ ー ト提 出 ま で の プ ロ ジ ェ ク トワー クの作
業 の流 れ の 中 で は,「 聴 」 「読 」r話 」「書 」 四技 能 が総 合 的 に使 用 され る こ
と にな る。
しか し,以 上 の よち に言 語 活動 が総 合 的 に な り うる こ と.が予 想 で きた と
して も,実 際 に教 師 以外 の ネ イ テ ィ ブ ・イ ン7オ ー マ ン トと接 触 で き る機
会 が な けれ ぱ,オ ー セ ンテ ィ シテ ィ の高 い状 況 で の言 語 使 用 は体 験 で き な
い。 キ ャ ンパ ス を一 歩 出 れ ば街頭 イ ンタ ビュ ー で も何 で も して 直 接 目本 人
と コミ ュ ニ ケー シ ョンで き る 目本 で の場 合 と異 な り,海 外 で の プ ロ ジ ニ ク
トワ ー クで は現 地 在 住 の 日本 人 の所 在 を探 り,連 絡 を取 り,学 習 プ ロ グ ラ
ム ヘ の協 力 態 勢 を作 り上 げ る こ と,す な わ ち ネ ッ トワ ー ク作 りをす る こ と
が根 本 的 に必要 とな っ て くる。
18)プ リン ト類 の 読解,発 音隷習 などに 日本人受講生 の助力 を 求 めるよ う指示
した。
19)こ れ については,本 論3-3「 講座 終了時前後 の段 階」の項 参照,
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今回 日本 語 教 員 奮、IIで構 想 してい た ネ ッ トワー ク作 りは,ポ ー トラ ン ド地
域 の 日本 企 業 関 係 者,特 に駐在 社 員 とそ の 家 族,お よび ポ ー トラ ン ド州 立
大 学 の 日本 語 教 員 を包 指 す るネ ッ トワー クで あ る。 この ネ ッ トワー ク作 り
と これ らネ ィ テ ィ ブ ・イ ン フ 、オー マ ン トの扱 いン な らび にネ イ テ ィ ブ ・イ
ンフ ォ ー マ ン トに 対 す る 学 生 の 言 語 活 動 の あ りか た にっ い て は・Ga正10-

































冒頭 で も述 べ た とお り,本 稿 で は プ ロジ ェ ク トワー ク実 施 の際 の ネ ッ ト
ワ ー ク作 りの必 要 性 か ら夏 期 糞座 の 日本 語 プ ロ グ ラム を分 析 す る こ とが議
論 の 中心 で あ る。 以 下,上 記 のGa】10way(198王)の 提 案 が夏 期 講 座 の 中 で
ど の よ うに生 か せ た か あ るい は生 かせ な か った か に つ い て プ ログ ラ ム進 行
の 段 階別 に記 述 して 行 く中 で今 回 の 日本 語 プ ロ グラ ム の問 題 点 を 明 らか に
して い こ う と、慰 う。
34プ ・ グ ラ ム開 始 前 の 段 階
Galloway(1981)の 提 案 の``previsitat三 〇ゴ'の 段 階,す なわ ち1(1)協
力 要 請 可 能者 リス トの作 成,お よび(2)謝 礼 ・送 迎 な どの 手 配 に 関 わ る
側 面 で夏 期 講 座 は ど うで あ っ たか。
(1)に つ い て は,日 本 語 プ ログ ラ ム に ブ 翼 ジ ェ ク トワー ク を採 用 す る こ
と に決 定 して か ら さ っそ く,夏 期 講 座 の事 務 的 な手続 き を行 う本 学 国 際 交
流 セ ン ター とそ の ア メ リ カ側 のパ ー トナ ー で あ るOPIE21)に 対 し,ポ ー
トラ ン ド地 域 に あ る 目本 企 業 や関 達 団体 に早 稲 田大 学 の卒 業 生 が どの く ら
い い るか調 べ て くれ る よ う依 頼 した。 しか し・夏 期 講 座 開始 以 前 に期 待 し
て い た この調 査 の実 施 は,講 座準 備 事 務 要 員 の不 足 や ネ ッ トワー ク作 りの
重 要 性 に対 す る認 識 の不 徹 底22)な どか ら,結 局講 座 開始 後 に持 ち越 され る
こ と にな っ た。 そ れ で も,初 の海 外 キ ャ ンパ ス実 施 の た め に繁 雑 な事 務 手
続 き を少 人 数 で行 わ な けれ ば な らな い 日米 の事 務 ス タ ッ フは,こ の方 面 の
21)"OregoaParmersh三pforIntema亡ionalEducation"の 頭 文 字 。早 稲 田大
学 が 現 在 構 想 して い る研 究 ・教 育 プ ロジ ェ ク ト(オ レ ゴ ン州 内 で は 本 夏期 講座 の ほ
か に3件 〉の実施 可 能性 を調 査 ・検 討す るた め に作 られ た非 営 利 組 織。
22)脚 注4)参 照 。
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情報 収 集 に は ほ とん ど時 問 を割 くこ とが で きず,組 織 的 な調 査 はで きな い
まま講 座 が進 行 す る こ とに な っ た。 そ こ で,矢 野教 授 と筆者 の 二 人 で個 別
に地 元経 済 界 の企 業 人 と連 絡 を取 ワ,ネ ッ トワ ー ク作 りの手 掛 か りを作 る
こ と に した。 さい わ い信越 化 学 とNECの 関係 者 と直接 連 絡 を取 る こ とが
で き23>,両 社 の人 事 部 を 通 じて イ ン タ ビュー協 力 者 を得 る こ と渉 で きた・
[図2】 の シ ラ/ミス の うち8月10目 ～13日 の"Fieldwork:interview玉ng
peoPle三nforma亙Japanese'》 は,信 越 化 学 の エ ンジ ニ ア お よ びNECの
駐 在 社員 夫 人 を対 象 に行 わ れ た もの で あ る。 今 回 の プ ロジ ェ ク トワー ク の
言 語活 動 の 中 で ハ イ ライ トと も言 うべ きイ ンタ ビュ ー の対 象 者 が決 定 しな
い ま まで 講 座 が 進 行 す る の は,担 当教 員 に とって 不 安 以 外 の 何 物 で もな
い,夏 期 講座 が 将 来 も継 続 す る場 合 は,事 前 に事 務 レベ ル で の ネ ジ トワー
ク作 幻が進 ん で い る必 要 が あ り,事 務 要員 の 中 に こ の分 野 を仕 事 の 中心 と
す る者 を置 く とい う配 慮 が望 ま れ る。
も うひ とつ 筆者 が ネ ッ トワー ク の 網 に入 れ る こ とを考 え て い た の はポ ー
トラ ン ド地域 の 大 学 目本語 教 師 で ある が,こ ち らの ほ うは教 揚 と して使 わ
れ たル イ ス ・ア ン ド ・ク ラー ク大 学 に近 い 州 立大 学 の ポ」 トラ ン ド州 立 大
学(Portl匪 血dS卑tePniveτsity〉 か ら 日本 語 専任 教 員 の4名 の方 に夏期 講
座 日本 語 プ ヨ グ ラ ムのassessmentobserver24)と い う立 揚 で関 っ て い た だ
くこ とが 講 座 開始 以 前 に決 ま って お り,ネ ッ トワー ク作 りの大 き な手 掛 か
り とな っ た。 た だ し,ル イ ス ・ア ン ド ・ク ラー ク大 学 を始 め 同 じ地 域 に あ
る他 の大 学 の 目本 語 教 師 につ い て1ま,今 回 ネ ッ トワー ク の 中 に入 って い た
23)信 越化 学 とは地 元産業界 との懇親 パーティーで社長 の岩下勲氏 に・NECと
は受講生 の見学 に同伴 して訪 れた半 導体 工揚 で副所長 の元島利春氏 に,そ れぞれ接
触 できた。
24)夏 期講座 終了後,ア セスメ ン ト会 議 で日本 語 プログラムの評 価 を報 告 す
るために日本 語 クラスの見学 を行 う。 今回 のobserverl4名 は,茅 野佳子 ・Larτy
Kominz・ 渡辺素和子 ・PatriciaWetzel(ABC順)の 各氏 であ る。
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だ け る まで の連 絡 が 進 まな か った劉 の は残 念 で あ る。 な お,上 記 ヰ氏1二は
英 語 に よ る 「特 別 講 義」26〕をお願 い し,日 本 語 受 講 生 す べ て に講 義 を聞 か
せ て 日本 語 で 質 問 させ る洲 とい う形 式 で プ 買 グラ ム の一 部 に入 って い た だ
くこ とに した28〕の は,ネ ッ トサー ク ヘ の参 加 が 「名 前 を貸 す」 だ けの もの
に終 始 しなか った とい う意 味 で重 要 な点 で あ る。
(2)に つ い て は,イ ン タ ビ ュー対 象 者 とassessmentobserverと で 扱 い
が異 な っ て い る。 イ ン タ ビ ュー対 象 者 の駐 在 社 員 ・社 員 夫 人 に は ま った く
の ボ ラ ンテ ィ アで お願 い したた め・謝 礼 は出 して い な い。 また,送 迎 の手
配 で ある が,信 越 化 学 に は こ ち らか ら学 生 をマ イ ク ・バ ス と教 員 の レン タ
カー に分 乗 させ て連 れ て行 き,NECの 駐 在 社 員夫 人 の ほ うは 学 生 に 電話
で面 会 の約 束 を取 って そ の住所 まで 出 向 かせ る よ う に した の で,手 配 の 必
要 は な か った 。一 方,assessmentobserverの 尋氏 に は 「特 別 講 義 の 講 師
料 」 とい う形 で謝 礼 が 出 て い た。4氏 の うち3氏 は 自家 用 車 を持 って い る
の で送 迎 の必 要 は な か った が,残 りの ひ と りの 方 につ い て は市 内 に宿 舎 の
あ った矢 野 教 授 が レ ン タカ ーで送 迎 した 。
25〉 夏 期 講 座 開講 の 前 後 ・期 問 中 と も 公式 に オ レ ゴ ン州 内 の 目本 語 教 師 と連 絡
す る機 会 は設 け られ な か っ た,矢 野教 授 と筆 者 は,』 自由時 間 を利 用 して ポ ー トラ ン
ド州 立 大 学(Portland)・ オ レ ゴ ン大 学(Un{vors三tyofOregon,Eugene)・ オ レ ゴ ン
州 立 大 学(OregonStateUniversity,Covallis)を 訪 問 して 情報 収 集 を行 った 。
26)講 義 題 目 と講 師 は次 の とお 勇(発 表 順 。 講 師 の敬 称 略)。 茅 野 佳 子,"Uni-
versalsinLiteratureandArt'♪ ・渡 辺 素 和 子,"AComparisonofJapauegeand
AmericanGroupDiscuヨsions"・PatriciaWetzel,"PQwer1VerticalRelaむiGn-
s蹟ps;ACQmparisonofJapanandtheWesビ ㍉LarryKom1nz,"Kyogen(狂
言)"な お,日 程 に関 して は[図21参 照 。目
27)日 本 語 で 質 問 が で き な い揚 合 に は 「す み ま せ ん が,英 語 で 質 聞 して もよ ろ し
いで し ょ うか 」 と開 いた うえで 改 め て英 語 で質 問 す る よ うに指 導 した。 ま た,講 師
には 日本 語 で質 問 され た とき は分 か りや す い 目本 語 で答 え て くだ さ る よ うに お 願 い
して お い た 。
28)こ の処 置 は 目本 語担 当講 師 の発 案 で あ る。
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3-2講 座 進 行 中 の段 階
Gailow町(1981)の 提 案 は,も と も とネ イ テ ィ ブ ・ス ピー カー をク ラス
ヘ呼 ぶ 場 合 の留 意 点 を示 した もの で あ るが,こ れ らの点 はイ ン タ ビ ュー や
「特別 講義 」 へ の 質 問 の 際 に も十 分 妥 当 と考 え られ る
。 前述 の提 案 を ま と
め る と,(!)学 生 に で き る だ け 目標 言 譜 で質 問 させ る こ と。(2〉 学 生 が 不
適 切 な話 題 を選 ば な い よ うに注 意 す る こ と。(3)ネ イ テ ィ ブ ・ス ピー カー
の話 が き ち ん と した発 表 で あ る こ と を期 待 しな い こ と。(4)ネ イ テ ィ ブ ・
ス ピー カ ー の許 可 を得 て そ の揚 の 言 語活 動 を音 声 テ ー プ や ビデ オ に収 録 す
るこ と,の4点 で あ る。 本 稿 で は,ネ ッ トワー ク作 りの 問 題 を 中心 と した
の で,こ の部 分 につ い て は詳述 しない が,こ れ らの提 案 の 本 プ ロ グ ラ ムで
の扱 い と問題 点 に つ い て簡 単 に ま とめ てお くo
上 に ま とめ た提 案 の(1)が プ ・ジ ェ ク トワー ク にお い て も っ とも重 大 な
留意 点 に な る こ とは 言 うまで もな く,[図21の シ ラバ ス で も第1・2週 の
全 授業 お よび第4週 の8月18日 の"Commun三ca[ion=Ask至ngand且n-
SweringquestiGnsln£ormaqap3nese"が 日本 語 で質 疑 応答 す るの に必
量 な 口頭 表 現 力 と聴 解 力 の養 成 と発 音 指 導 に当 て られ て い る。 さ らに,実
際 の ア ポイ ン トメ ン ト取 り ・イ ン タ ビ ュー ・特 別 講義 へ の 質 間 な どの 言 語
活 動 を行 う前 に,教 室 練 習 と してネ イ テ ィ ブ ・ス ピー カー を教 室 に招 セ・て
の質疑 応答 練 習 と宿 題 と して の電 話 に よ る アポ イ ン トメ ン ト取 りを実施 し
た。 これ らの活 動 の た め の ネ ッ トワー ク作 りも本 来 は必要 な こ とで,ポ ー
トラ ン ド地 域 の 日本 語 教 師 を ネ ッ トワー ク に組 み 込 む とい う発 想 は,こ の
よ うな活 動 へ の 協 力者 を 得 る とい う目的 も あ った の で ある 。 とい うの も・
この 種 の 練 習 にネ イ テ ィ ブ ・ス ピー カー と して 参 加 して も ら うた め に は,
当然 な が ら 「本 番 の た め の練 習 」 とい う活 動 の性 格 を理 解 し,事 後 フ ィー
ドバ ック に専 門 的 な コ メ ン トー 学 生誰 そ れ の コ ミ ュニ ケ ー シ ョンカ は し
か じか の点 で問 題 が あ る とい う指 摘 一 の 出 せ る能 力 の あ る個 人 が 必要 だ
か らで あ る。今 回 はassessmentobserverの4氏 に過 度 の協 力依 頼 を す る
こ とが揮 られ た た め,質 疑 応答 練 習 に はprogramassessmentteam29〕 に
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ア1レバ イ トで 加 わ っ て い る 目本 人女 性 鋤,ア ポ イ ン トメ ン ト取 りに は筆 者
の配 偶 者 韻 を配 して処 理 した が,揚 当 り的 な 処 理 で あ る こ と は 否 誇 な い。
ネ ッ トワー ク作 りの不 備 は この よ うな と こ ろ に も現 れ る の で あ るQ
(2)の 問題 は,本 プ 揖 グ ラム で は む しろイ ン タ ビ ュー の 際 に答 えの しに
くい よ うな トピ ック を調 査 テ ー マ に しな い よ うに調 整 す る とい う注意 で 生
か され て い る。 」盆鵬nese2の 調 査 チ ー ム7組 の テ ー マの う ち6つ は 「娯
楽 」 「仕 事 」 「教 育 」 「交 通 」 「家 庭 」 「食 べ物 」 とい うネ イ テ ィ ブの 回答
者 の応 答 しや す い もの に落 ち着 い た が,残 る ひ とつ は 「恩 と義 理 」 とい う
もの で あ 鉱 中級 レベ ル の 短期 の プ ・ ジ ェ ク トワ ー クの テ ー マ と して は不
適 当な もの で あ った 。 しか し,担 当 学生 σ)強い希 望 で実 施 を許 可 した と こ
ろ・ 担 当 学生 は この よ うな 日本社 会 理解 の た め の キ ー ワー ドが・ 日本 人 に
とって はか え っ て意識 化 で き ない もので あ る こ とを 発 見 して 学 ぷ と こ ろが
あ った と レボ ー トに書 い て い る。
(3〉 にっ い て は,r特 別 講 義」 がforma玉presentatiGnlこ な る こ とは し
か た が ない が,イ ン タ ビ ュー がそ うな ら懸 い よ うに 卑協 力 者 に は前 も って
電 話 で連 絡 して,プ ロジ ニ ク トワー ク の趣 旨説 明 か たが た お願 い して おい
た。 た だ,イ ン タ ど二一 対 象 者1名 ず つ に直 接 連 絡 で き な か った 信越 化 学
で は ・社 長 が イ ン タ ビュ ー対 象 者 に 「ア メ リカ 人 の 学 生 さ ん が君 た ち の 目
本 語 をチ ェ ッ ク しに来 る」 とい うよ うな事 前 通達 を した た め,特 に地 方 出
身 の エ ンジ ニ ア を中心 にイ ン タビ ニー 当 日相 当の 緊 張 が見 られ,雰 園 気 が
墜 くな る揚 面 も見 られ た 。 この よ うな こ と を防 止 す る た め に も,で き れ ば
担 当教 員 か講 座 事務 担 当者 が ネ ッ トワー ク の 中 の 協 力 者 に個 別 に書 簡 や電
話 で事 情 の説 明 を して お く こ とが 望 ま し く・ そ の た め に もい つ で も必 要 な
情報 に到達 で き る よ うな ネ ッ トワー クの 整 備 が 必 要 で あ る。
29)夏 幾講.座全体 のアセスメ ント調査 の依頼 を受 けた第 三者組織。
30)田 口三奈氏。 早稲 田大学 教育学部 卒業生 でフロ リダ大学 大学院 で教育生態
学 を専攻 。
31)川 口 さち子 。慶応義塾 大学な どで目本 語 ・日本語教育 の非 常勤 講師 として
勤務。
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(ヰ)に つ い て は,イ ン タ ビュー ・練 習 のす べ て の 協 力 者 にお 願 い して,
可 能 な 限 りの 活 動 を ビ デ オ と音 声 テ ープ の 両 方 に 採 録 して お い た,た だ
し,予 算 の 関 係32)で 夏 期 講 座 専 用 のAV機 器 が 揃 え られ な か った の で,
ル イ ス ・ア ン ド ・ク ラ ー ク大 学 の視 聴 覚 室 か らそ の つ ど連 絡 して ビデ オ カ
メ ラ な どを借 勢出 さ な けれ ば な らず,時 間的 に録 音 ・録 画 がで きな い こ と
が 多 か った 。特 に・ 学 生 が チー ムで イ ン タ ビ ニー に出 か けて行 く揚 合 ・ 何
時 に ど こへ行 くか は前 日の午 後 まで分 か らな い よ うな こ とが多 く,対 応 が
むず か しか った。
3-3講 座 終 了時 前後 の段 階
イ ンタ ビュ ー な どの活 動 が終 了 した 後 の事 後処 理 につ い てのGalleway
(1981)の 提 案 は,(1〉 協 力 者 に対 して 昌標 言 語 で感 謝 を表 明 す る こ と,お
よび(2〉 学 生 にイ ン タ ビ ュ ー 経 験 につ い て レポ ー トを 書 か せ る こ とで あ
る、(2)は 最終 評価 の 一 部 を 目本 藷 によ る レポ ー トに よ って行 うこ とで実
現 して い る。 ネ ッ トワ ー ク関連 で重 要 な こ とは(1)で あ ろ う、本 プ コグ ラ
ム で は,学 生 に信 越 化 学 ・NEC両 社 のイ ン タ ビ スー対 象 者 に礼 状 と調 査
結 果 の ロ頭 発 表 会(シ ラバ ス の 第5週 目8月25・26日)へ の招 待 状 を 書 か
せ て投 函 させ て い る。 また,両 社 の人 事 部 に は,講 座 事 務 担 当者 の協 力 を
得 て早 稲 国 大 学 名 で協 カ ヘ の感 謝 を表 明す る書 簡 を発 送 した。 こ の よ うに
組 織 として事 後 の対 応 を行 うこ とは,今 後 の ネ ッ トワ ー キ ン グー 一 度作
り出 され た ネ ッ トワー クを維 持 し,さ らに再 展 開 させ る作 業33)一 の た め
に必須 の手 順 で あ る。 早 稲 田大 学 の教 務 当局 が 夏期 講 座 の終 了 穀 階 にお い
てネ ッ トワー キ ン グ の重 要 性 につ い て一 定 の認 識 を示 した の は進 歩 で あ っ
たが,今 後 これ を どの よ うに主 体 的 に展 開 して行 け るか が問 わ れ な けれ ば
32)夏 期講座 に目本語 プ ログラムを入れ ることにな ったのがすべ ての予算 が決
定 された あ とだった ので,小 型 ビデオ カメラな ど,比 較 的高価 なAV機 器 は購入す
る財政的根拠 がなかった。
33)「 ネ ッ トワー ク」そ の もの とrネ ットワーキ ング」の相違 にっ いて は,く参考
文獣>欄 の春原(1992)参 照。
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な らない 鋤 だ ろ う。
4.ま とめ と課 題
本 稿 で は,早 稲 田大 学 初 の本 格 的 海 外 キ ャ ンパ ス で あ る 「早 稻 団1オ レ
ゴ ン夏 期 講 座 」 にお け る 目本 語 プ ・ グ ラ ム の 内容 を紹 介 とそ の プ ロ グ ラ ム
実 施 ・運 営 上 の 間 題 点 の 分析 を行 っ た 。今 後,こ の夏 期 講 座 自体 の性 格 に
新 た な展 開 鋤 が な いか ぎ り,プ ニグ ラ ム の 内容 は総 合 シ ラバ ス にな ら ざ る
を得 ず,し た が っ てプ ロ ジ ェ ク トワ ー ク の よ うな形 態 の カ リキ ュ ラ ムが も
っ と も選 択 され や す くな る こ と は明 らか で あ る。 そ うで あ れ ば ・ キ ャ ンパ
ス が 存在 す る 地域 の 教 育界 ・産 業 界 な どを 中心 に,ネ ッ トワー ク を 創 造
し,そ の後 の ネ ッ トワ ー キ ン グの充 実 に よ り これ を継 承 ・発 展 さ.せて い く
こ とは,オ レゴ ンに お け る海 外 キ ャ ンパ ス の存 在 意 義 そ び)もの に とっ て の
大 きな課 題 で あ る。
今 回 の夏 期 講 座 で は,目 米 双 方 と も企 画.・立案 段 階 に 日本 語 教 育 の 専 門
家 が参 画 して い な か った た め,ヨ 本 語 プ ・ グ ラム 自体 の地 域 の 日本 語 教 育
界 に対 して持 つ意 義 や それ と関 連 して の ネ ッ トワー キ ン グの重 要 性 につ い
て の認 識 が十 分 で な か っ た こ とは,オ レゴ ン州 が ア メ リ カで も 目本 語 教 育
の レベ ル の高 い地 域 で あ る だ け に,担 当教 員 と して は 極 めて 遣 憾 で あ る。
しか し,今 回 σ)経験 か ら早 稲 閏大 学 の 教 務 当 局 と海 外 キ ャ ンパ ス政 策 関係
者 の 間 にネ ッ トワー キ ング の重 要 性 につ いて 共 通 の認 識 が で き あ が りつ つ
あ るの は 喜 ぱ しい こ とで あ る。 この認 識 が さ らに政 策 上 に具 体 化 され,ネ
ッ トワー キ ン グ示 目米 双方 の教 務事 務 担 当者 の主要 な 任 務 の一 つ と して位
置 づ け られ る こ とを望 む もので あ る・
なお,ネ ッ トワー キ ン グに は学 習 や 交 流 の 瘍 を創造 す る 「場 の ネ ッ トワ
34)た だ し,夏 期 講座 のアセスメン ト結果 を学内 に通知す る,〈参考資料>欄 の
資料 ④ には この点 にっ いて の記述 が見 当た らない。
35)〈 参 考資料 〉の欄 の資料 ⑤1こ よれ ば,1993年 度 の夏期 講座 についてr海 外
キ ャンパス検討調査委員会」 は 「日程的 に本 プ ログラムヘの発展 が難 しいため,(中




一 キ ング」 の 側 面 に加 え
,参 加者 個 々 が 富己 の知 的 世 界 を拡 大 す る とい う
「知 の ネ ッ トワー キ ン グ」の側 面 が あ る附。夏類 講 座 が 「教 育 の 国際 化 」 を
理 念 と し口本 語 プ ロ グ ラム継 続 ・発展 させ よ うとす る か ぎ 軌 今 後 はr知
のネ ッ トワー キ ン グ」 に お い て 日米 双方 が 互 い に どの よ うな こ とを知 り得
るか を模 索57)し,そ の 具 体 化 へ 向 けてr揚 の ネ ッ トワー キ ング」 を生 産 的
に拡 張 す る とい う方 針 が取 られ るべ きで あ ろ う。 「国際 化 」 の実 質 の相 当
部分 は,ま さに こグ)「知 の ネ ッ トワー キ ン グ」 に よ って保 証 され る もの だ
か らで あ る。
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